
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 アフリカ豚熱・口蹄疫等の発生地域（中国・韓国・ロシア等）  

への渡航を自粛する 

 

 平成３０年に初めて中国でアフリカ豚熱の発生が確認されて以降、中国全域・

モンゴル・韓国等の多くの国に拡大しています。また、口蹄疫は、東アジア・

ロシアで発生が継続しており、中国では昨年 12 月にも確認されました。 

海外からの家畜伝染病の侵入を防止するため、改めて下記の防疫対策を徹底

しましょう。 
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✔ 侵入防止対策 

▼病原体の持ち込みの防止 

▼早期発見・早期通報の徹底 

毎日の健康観察を行い、アフリカ豚熱、豚熱における複数頭で流死産、

発熱、元気消失、食欲減退等、または口蹄疫におけるよだれ、水疱

等の「特定症状」を発見した場合には、速やかに家畜保健衛生所に通報

してください 

▼発生地域への海外渡航の自粛 

・立入り禁止看板を設置し、農場内へ不要な者を立ち入らせない 
 

・衛生管理区域、畜舎へ立入る前に手指消毒し、専用靴を着用する 

・野生動物侵入防止のため防護柵・防鳥ネットを設置する 

 

裏面へ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

異状を見つけたら、直ちに家畜保健衛生所まで通報を！ 

 
 
 

 

✔ アフリカ豚熱発生状況（２０２０.３.３１現在） 

✔ 口蹄疫発生状況（201９.６現在） 

十和田家畜保健衛生所 


